
　来年1月 21日（月）より、芦屋市男女共同参画センター ウィザスあしやは新分庁舎へ移転します。新しいセンターは、会議室も

３か所に増え、キッズスペースなどお子さん連れでも楽しんで過ごせる設備もあります。交流スペースや図書情報コーナーなど、これ

まで以上に過ごしやすい空間づくりを目指しました。新しいセンターについて、ご紹介します。

使用申込は、窓口までお問い合わせください。

（お電話での予約はできません。）

一度納入された使用料は原則返金できません。

使用日時をご確認のうえ、お申込みください。

貸室の定員や使用料等については下記の表を

　ご参照ください。

★団体交流スペース（オープンスペース）は、男女共同参画

　　センター登録団体のみご利用いただけます。

予約申込が可能な

期間は以下のとお

りです。

○男女共同参画センター登録団体は

４か月前から

○市民活動センター登録団体は

３か月前から

○その他のかたは

２か月前から

（該当日が休館の場合

は翌開館日）

申込方法

　について

申込期間

　について

　　　　　キッズスペース

　子どもは遊びの天才です。なんでも遊びの道具にしますが、

それだけに安全な設備環境の下で過ごさせたいですね。

　センターに入ってすぐの場所に新しく出来るキッズスペー

スは、素材・塗料など安全基準を満たす遊具を揃えており、　

　　　　　　　　　　　お子さん連れで来られる方が安心し

　　　　　　　　　　　て、楽しんで過ごせる場所を提供し

　　　　　　　　　　　ています。

　　　　　　　　　　　どうぞお気軽にお越しください♪

ポイント
①

ポイント
     ②　　　　貸会議室 ☆定員や使用料は左頁下を参照☆

　男女共同参画の推進を目的とした事業等でお使いいただけ

ます。大会議室１と２は、間仕切りをたたむことにより、よ

り大きな会議室として使うことができます（プロジェクター、

スクリーン、マイク等の貸出しあり（要予約））。小会議室は少

人数の集まりにもご活用ください（ホワ

イトボードあり）。

　パソコン・スマートフォンなどの

携帯電話から、メンテナンス中を除き

24時間空き状況を確認することができ、

仮予約できます。

ポイント
     ④　　　　交流スペース

　丸テーブルと椅子が備えて付けて

あり、だれでも利用できます。

　壁面は本棚になっていて、約2,500

冊の本と 10種類ほどのDVDが置かれ

ています。

　本の貸し出し方法は以前と同じで、最初に本人確認ができ

　　　　　　　　　　る書類を持参して、登録します。２週

　　　　　　　　　　間で２冊まで貸出することができます。

　　　　　　　　　　　ゆっくり読書するなど、リラックス

　　　　　　　　　　スペースとして利用するのもいいです

　　　　　　　　　　ね。

ポイント
     ③　　　　　だれでもトイレ

　だれでもトイレとは・・・

　小さなお子さんや医療的に洗浄設備が必要なかたも使用す

ることが出来ます。年齢や性別に関係なく、みんなが気持ち

よく利用できるようこんな設備があり

ます。

　○車椅子利用者用

　○オストメイト用

　○幼児用 ベビーチェア・

　子ども用トイレ・オムツ替えシート

　「徴産制」始め新しい本は

　　新センターへ移転後

　１月21日（月曜日）より

　　貸出開始となります♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェミニストということばを聞いて、あなたはどんな印象を受けますか？「化粧もしないし、毛も剃らないし、いつも怒っていて、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユーモアのセンスがなくて、デオドランドも使わない」人だと思っていませんか。マイナスのイメージをフェミニストということば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は背負っているのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者はフェミニストの定義をこういいます。「男性であれ女性であれ、『そう、ジェンダーについては今日だって問題があるよね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　だから改善しなきゃね。もっと良くしなきゃ』という人」だと。

2012年 12月に行われた著者のトークを収録した本書は、分かりやすいことばで、ジェンダー（社会的性差）を語っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェンダーは女性だけの問題ではありません。男性もまた、決められた価値観の中で生きることを強要されてきたのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排除され抑圧されてきた女性の歴史を真正面から受け止め、どうすればあらゆる人々が自分らしく生きることができるか、著者の　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　経験談を聞きながら知ることができる本です。

2092年、新型インフルエンザが猛威を振るい、若い女性のほとんどが死亡してしまった日本で、国家存亡の危機を救うため

「徴産制」が施行されます。この法律は、18歳から 30歳までの男性に２年間の性転換を義務づけ、出産を奨励するものでした。

それぞれの事情で「産役男」になった５人の男たち。彼らはどのように生きていくのでしょうか。

　男から女になり、パートナーを探し、契約をする「産役男」たちを見る周りの目はそのまま、過去から現在まで、女性たちが受

けてきた視線でもあります。彼らは、「女はこうあるべき」という価値観の中に押し込まれてきた女性たちと同じ経験をします。

　その経験を越え、自らの足で歩き始める彼らの姿は、現在 (いま )を生きる女性たちへのエールなのです。

　貸室の使用及び予約システムの稼働は１月21日（月）から開始を予定し

ています。予約・申込・料金等については以下をご確認の上、ご不明点等は

男女共同参画センターまでお問い合わせください。

★

1,100     1,100


